
波賀町安賀自治会有志の皆さんと農業の話をさせていただきました

第21号　

〜「一人の百歩より百人の一歩」の社会を作ろう〜
　先日、梅雨入りしたばかりと思うのですが、梅雨末期の大雨ですね。
なんとか、災害が起こらないことを祈るばかりです。
　暑かったり、湿気でジメジメしたりで体調維持が大変ですが、
今からの夏を養生して乗り切りましょう。

　つまり、人件費なしでもすでに赤字の価格です。つまり、「ただ働き」
が前提の価格なのです。
まず、真っ当な生産原価を宣言することが第一歩かも

　この収入で後継者を作れと言うのが全くナンセンスですね。
　コメ作りは、機械化や除草剤等が進んで、兼業農家でできるように
なったので、価格はどんどん下がりました。ところが、その兼業の町
工場や土建業、公務員等が激減。結果、今はほとんどが年金農業者。
そして、年金農業者がリタイアすれば終わり。でも、今からその兼業
を復活させるのは無理だし、また、ただ働きをしてでも農地を守る、
そんな意識もなくなっています。
　となれば、答えは1つですね。若者が暮らしていけるコメ代に値上げ
するか、その分の補助金システムをしっかり作るかしかないのです。
「大規模化、ブランド化、スマート農業化」ではないんです。

若者が仕事にできる価格を表明するのは生産現場の責任
　「できないことはできない」とハッキリ言って、「子どもに帰って
こいと言える価格はコレだ!!」と表明するのは、現場の責任ではないか
と思います。都会の人には分かりません。後継者作りのそれが第一歩
ではないでしょうか。
ミニ集会、どこでも行きます。声をかけてくださミニ集会、どこでも行きます。声をかけてくださいい
　関心のある皆様、二人でも三人でも結構です。声をかけてください。
そこから順に、小さな声を徐々に大きな声にしていきましょう〜。

ミニ集会をしていただきました
　前号（20号）のあと、いろんな方からご意見をいただきました。
　「一度、村の有志の者で集まるから話を聞きたい」そう言っていた
だき、村の公民館にも行かせていただきました。（写真右）
　みんな、思いは同じです。『このままでは農地は荒れてしまう。い
ずれ村はなくなってしまう〜。』
　そこで、今までの農村の流れ。コメ代の話。外国の補助金の話。
等々をさせていただき、意見交換させていただきました。
　そして、「若者がコメ作りで生活できるようになるには、国から
しっかり補助金を出してもらうしかない。国の農政が変わるしかな
い。荒れる農地は公的管理しか方法はないのでは」等の意見。　
　私は、「皆さん、高齢者ではありますが、あと10年頑張りましょう〜。
農地の耕作もだけど、声を上げることも頑張りましょう〜」と言うと、「あ
ちこちでこのようなミニ集会をしてもらい、そこに集まる人たちで一緒に
集まって声を上げようではないか〜」そんな声も返ってきました。

「10kg6,000円、そんな高いコメ買えるか!!」
　前号に「当面、適正価格（10kg6,000円?）で買ってもらって支援
してもらい、その間に国からの補助金制度を作ってもらうように動こう」
と書いたことに対して、別の所から「『そんな高いコメ買えるか』と
いう人がいるよ」と声をいただきました。
　もちろん、それは当然です。何せ、今は一般的に30kg8,000円くら
いで手に入りますから。
　でも、それがどのような価格かご理解されているでしょうか。
　私は、コメは自家用一反しか作ってませんが、知り合いの北部で3haく
らい作られている方数軒に聞いておおよそで作ったのが左下の表です。
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収
入

コメの売上 平均反収(30kg袋) 耕作面積(反) 販売価格/30kg 売上高/10a 売上高計
14 30 8,000 112,000 3,360,000 

補助金 反当り 耕作面積(反) 計
中山間地直接支払 10,500 30 315,000 （2.1 万円 / 反の半分を個人配分とする）

収入合計 3,675,000 反当り収入 122,500 

支
出

単価 /10a /3ha

資材

苗 900 11,700 351,000 13箱/反
肥料 20,000 600,000 
農薬 8,000 240,000 
消耗品 6,000 180,000 
修繕費 5,500 165,000 機械修理、

オイル交換
光熱・燃料費 9,000 270,000 
軽トラック車検 100,000 50,000 
固定資産税等 50,000 
合計 60,200 1,906,000 

単価 法定耐用年数 減価償却/年

機械

トラクター 3,000,000 7 428,571 
田植え機 1,400,000 7 200,000 
コンバイン 3,000,000 7 428,571 
乾燥機類 1,800,000 7 257,143 
石取り機 500,000 7 71,429 
籾すり機 600,000 7 85,714 
米選機 300,000 7 42,857 
低温貯蔵庫 2 台 1,500,000 7 214,286 
畦塗り機 740,000 7 105,714 
ウイングハロー 500,000 7 71,429 
軽トラック 1,000,000 4 250,000 
合計 14,340,000 2,155,714 

支出合計 4,061,714 

収支差引 -386,714 （人件費なしでもすでに赤字）
※　これは倉庫は固定資産税以外、全く考慮していない 
※　資材・機械　等は一例です。農家によって違いますがだいたいのところです。

宍粟北部で、一軒で3haを耕作 30kg8,000円で売ったときの経営状況

収
入

コメの売上 平均反収(30kg袋) 耕作面積(反) 販売価/30kg 売上高/10a 売上高計
14 30 14,635 204,890 6,146,700 

補助金 反当り 耕作面積(反) 計
中山間地
直接支払 10,500 30 315,000 （2.1万円/反の半分を

　個人配分とする）
収入合計 6,461,700 反当り収入 215,390 

支
出

資材 1,906,000 
機械 2,155,714 

人件費 4〜11月分 月当り 労働月数 計
300,000 8 2,400,000 

支出合計 6,461,714 
収支差引 -14 

※ 12 月〜 3 月は別の仕事をするものとする

今、農水省は「コメの生
産原価は30kg7500円」
と平気で言います。それ
に対して『違う!!』としっ
かり言わなければ。その
ためには、まず、このよう
なデータをそろえること
が大事だと思います。

30kg14,635円（農家手取り）コレが中山間地での
持続可能な本当に必要なコメ価格です

宍粟北部で、一軒で3haを耕作　4〜11月月給30万円もらうときのコメ価格



収益的収支

項目
開院1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目
令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度 令和18年度 令和19年度
2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 2032年度 2033年度 2034年度 2035年度 2036年度 2037年度

病院事業収益 ア 5,041,253 5,041,194 5,111,900 5,125,412 5,136,004 5,145,410 5,159,774 5,053,492 5,075,297 5,075,328 
医業収益 イ 4,060,756 4,079,429 4,098,437 4,117,445 4,136,454 4,155,462 4,174,471 4,193,698 4,212,925 4,212,925 

入院収益 2,441,543 2,453,384 2,465,560 2,477,736 2,489,913 2,502,089 2,514,266 2,526,661 2,539,056 2,539,056 
外来収益 1,422,032 1,428,864 1,435,696 1,442,528 1,449,360 1,456,192 1,463,024 1,469,856 1,476,688 1,476,688 
その他医業収益 197,181 197,181 197,181 197,181 197,181 197,181 197,181 197,181 197,181 197,181 

医業外収益 980,497 961,765 1,013,463 1,007,967 999,550 989,948 985,303 859,794 862,372 862,403 
うち長期前受金戻入 ウ 647,047 629,695 626,212 621,946 615,182 607,959 605,559 481,623 486,517 489,042 

病院事業費用 オ 5,523,246 5,522,978 5,547,483 5,570,798 5,588,633 5,604,157 5,626,619 5,423,552 5,463,928 5,464,894 
医業費用 カ 5,265,808 5,268,513 5,294,774 5,319,950 5,340,393 5,360,186 5,390,754 5,188,276 5,233,219 5,238,743 

給与費 2,421,311 2,446,379 2,471,706 2,497,296 2,523,151 2,549,273 2,575,666 2,602,332 2,629,274 2,629,274 
うち賞与引当金繰入 キ 153,566 155,156 156,762 158,385 160,025 161,682 163,356 165,047 166,756 166,756 
材料費 757,261 760,921 764,646 768,372 772,098 775,823 779,549 783,317 787,086 787,086 
経費 892,486 896,799 901,190 905,581 909,972 914,363 918,754 923,195 927,637 927,637 
減価償却費 ク 1,183,730 1,153,394 1,146,212 1,137,681 1,124,152 1,109,707 1,105,765 868,412 878,202 883,726 
資産減耗費 ケ 1,265 1,265 1,265 1,265 1,265 1,265 1,265 1,265 1,265 1,265 
研究研修費 9,755 9,755 9,755 9,755 9,755 9,755 9,755 9,755 9,755 9,755 

医業外費用 257,438 254,465 252,709 250,848 248,240 243,971 235,865 235,276 230,709 226,151 
企業債利息 133,139 130,820 128,453 125,992 122,685 117,928 113,439 110,291 105,661 100,673 
長期前払消費税償却 コ 96,782 96,777 96,736 96,736 96,535 96,423 96,506 98,765 98,828 99,258 
その他費用 27,517 26,868 27,520 28,120 29,020 29,620 25,920 26,220 26,220 26,220 
うち奨学金免除額 サ 2,150 1,501 2,153 2,753 3,653 4,253 4,553 4,853 4,853 4,853 

医業損益 ス:イ−カ −1,205,052 −1,189,084 −1,196,337 −1,202,505 −1,203,939 −1,204,724 −1,216,283 −994,578 −1,020,294 −1,025,818
経常損益・単年度純損益 ソ:ア−オ −481,994 −481,785 −435,584 −445,387 −452,630 −458,748 −466,846 −370,061 −388,632 −389,567
資本的収支
資本的収入 ナ 134,063 375,647 365,296 380,961 492,929 419,301 857,101 430,144 498,011 514,032 

企業債 0 0 0 0 0 110,000 550,000 110,000 110,000 110,000 
他会計出資金 122,610 363,594 353,243 376,108 488,076 304,448 302,248 315,291 383,158 399,179 
補助金(一般会計繰入金) 11,453 12,053 12,053 4,853 4,853 4,853 4,853 4,853 4,853 4,853 

資本的支出 ニ 233,549 744,095 723,392 761,924 985,858 728,602 1,164,203 750,288 886,025 918,064 
建設改良費 572 0 0 0 0 110,000 550,000 110,000 110,000 110,000 
企業債償還金 217,271 727,189 706,486 752,218 976,152 608,896 604,497 630,582 766,319 798,358 
長期貸付金 15,706 16,906 16,906 9,706 9,706 9,706 9,706 9,706 9,706 9,706 

資本的収支過不足 ネ:ナ−ニ −99,486 −368,448 −358,096 −380,963 −492,929 −309,301 −307,102 −320,144 −388,014 −404,032
  10年間合計

単年度資金過不足 ノ:※ 208,967 −71,834 −16,763 −51,475 −175,110 −2,677 −8,061 −33,485 −113,258 −126,782 −390,478
現金預金残高 2,283,384 2,211,550 2,194,787 2,143,312 1,968,202 1,965,525 1,957,464 1,923,979 1,810,721 1,683,939 
※ノ:ソ＋ネ＋キ＋ク＋ケ＋コ＋サ−ウ

実際におカネの増えない収入
みどりの数字

会計素人の私が会計素人の私が
言うのも言うのも

なんですが〜〜〜なんですが〜〜〜

『純損益』と 『資金収支』の 赤字額の違い

最後までお読みいただきありがとうございました。ご意見、ご感想、ご指導、・・何卒よろしくお願い申し上げます。

市民みんなでまとまって新病院を応援しよう市民みんなでまとまって新病院を応援しよう
　ということで、今回は総工費が198億円にまで高騰したことにより、返
済は大丈夫かと心配する方も多いと思いますので、分かりにくいですが、
実際の様子を書いてみました。「すぐに破綻し、多額の税金補填が必要に
なる」ということはないと思います。（市広報7月号にも書かれています。）
　とはいえ、さすがに総工費の高騰で初めて赤字シミュレーションになり
ました（現時点では）。
　ちなみに、昨年2月の基本設計（総工費155億円）段階では、「純損
益」は今回同様、ずっと赤字でしたが、一番大事な「単年度資金収支」は
ずっと黒字で、現金預金残高は24億円が51億円に、27億円増えるシ
ミュレーションでした。これは、決して甘いシミュレーションではなく、
国の病院経営強化のためのアドバイザーも「収支シミュレーションの各設
定条件は妥当」と言われたモノです。設定条件が妥当ということは、その
結果のシミュレーションも妥当ということです。いろんな意見もあるよう
です。もちろん、誰も絶対大丈夫なんてことは言えませんが、目標設定と
しては妥当なもので、それに向かって市民みんなが心を合わせていけば
十分実現できると私は考えました。

　そして、今回の赤字ですが、これで病院機能を縮小するなんてことは決
して、してはいけないことだと思います。今の計画は、西播磨北部で唯一
の公立病院として決して過大なものではなく、必要最低限の大きさ・機能
だと思います。
　今回の価格高騰、これは本来、宍粟市民が負担すべき性格のもので
はないと私は思います。今、物価高騰に対しての国からの補填政策が様々
にされてますが、当然、その範疇ではないかと考えます。ですから、国に
対して粘り強く補填、補助金増額の要求をしていくべきものだと思いま
す。返済は開院後から29年かけてのものです。粘り強く勝ち取って行くべ
きものです。そして、これは、大きい意味においては、国からの地方交付
税そのものの増額要求だと思います。何も値上がりしているのは病院経
費だけではありません。
　「将来の子どもたちの為にも、可能な限りの最善の医療を残す」そ
れが我々の取るべき正しく当然な道だと思います。医療・教育・福祉、
これを真っ当に整えること。これは我々の当然の権利ですし、国の当然
の義務なのです。（ついでに農林業への補助も）。これを要求することは
当たり前のことです。これに応えない政府・政権であるならば、それは当
然替わってもらうべきものです。困っているのは私たちだけではありませ
ん。主権者はだれなのでしょう???
　30年間、物価も上がらず給料も上がらなかった、どうも日本だけだっ
たようなこの現象がいよいよ終わり、局面が変わろうとしているのだと思
います。
　大きな視点で考えていきましょう。何度も言うようですが、一番大事な
ことは、市民がまとまること。そして、一生懸命努力尽力していただいて
いる病院関係者等々の方々に感謝の心を持つことだと思います。

　ちなみに、これは私の考え方で、病院関係者は収益アップで自力で
乗り切ることを中心に考えておられます。私も、現在、病院先生方が尽
力されている常勤の整形外科医体制をつくること、他医院との連携強
化、オンライン診療の充実等で、これだけでも赤字からは脱出できる
と考えています。
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新病院建設

「企業債償還金」
　実際にその年に返済する建物や医療機器等の
　支払額はココに書かれている

　7月12日の神戸新聞に「新病院の収支試算で

は、開院後10年間の純損益が毎年約3億7千万

円〜約4億8200万円の赤字となる見込み」と

書かれてました。これを見れば普通は「毎年こ

れだけの赤字が出るのか〜。じゃあ10年で40

〜50億円の赤字??」と思いますよね。

　でも、実は違うのです。そのカラクリは…

実際におカネの減らない支出
（例）減価償却費
建物・医療機器等の費用を単に償却年数で割っ
た数字を、帳面上、支出として記帳している
もので、実際にその年に支払う額とは関係な
い。だから、実際のおカネの動きをつかむと
きは支出から差し引いて計算する。

黄色の数字

『純損益』　神戸新聞の数字がコレ。
指標としてよく使われるが、これには上の
みどりや黄色の帳面上だけの収入や支出も
入っている

『単年度資金過不足』（単年度資金収支）
この収益的収支と資本的収支の合計か
ら、上のみどりと黄色の数字を清算
し、実際に動くおカネを計算したもの。
この数字が実際に残るおカネの収支。

 大事なのはココ !! 

今回の場合、年平均3900万円の赤字。
（「純損益」とはかなり違う）

『現金預金残高』は約21億円が約17億円
と、10年間で3億9000万円減少するが、
まだまだ大丈夫。（でも当然対策は取るでしょう）

再基本設計の収支シミュレーション（総工費198億円）24年6月に
出された

（24年7月文教民生常任委員会資料より今井作成）


